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産地・セラミックバレー

)̄  J ÷#8�­�Ü�Ú �� �®�­���Ô�É�Ú�w/Ý

本書がいう美濃焼産地は、岐阜県の東濃地方に位置する多治見市 、土岐市 、瑞浪市 、恵那市西南部 ( 旧・明智町、旧・山岡町 ) と中濃

地方に属する可児市の 5 市にまたがるエリアを指す。5市によって成立するこれらのエリアは、岐阜県の南東部に位置し、東部で長野県 、

南部で愛知県に接する。5 市の中で現在は、多治見市 、土岐市 、瑞浪市に窯業事業者が集中しているため、本章ではこれら 3 市にスポッ

トを当てる。第 2 次世界大戦後、美濃焼産地は他産地に先駆けて量産型産地を目指し、昭和 40 年代には日本一の生産量を誇った。

2019（令和元）年時点においても、経済産業統計局「経済構造実態調査」の統計では、「陶磁器製和飲食器」の分野で全国 1 位のシェ

アを保っている。多治見市は美濃焼の集散地・物流拠点としての役割を果たし、またタイルの生産を担ってきた。土岐市は業務用

食器、瑞浪市は研究開発や素材生産など、製造業主体で高い評価を受けている。まさにセラミックバレーと呼ぶべき、日本一の窯業

産地なのである。
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美濃焼の土

陶磁器の産地として名高い美濃。岩肌あらわに、深く掘り下げられた大地からは灰白色や淡褐色が見え、足元は白色で、ざらりと

した結晶粒のような感触が靴底から伝わるような土地である。その場所は、岐阜県の東濃地方にある採掘場。白亜紀に生成された

花崗岩を母岩とした粘土 鉱 床だ。木片が炭化して分解が進み、黒い粒が露出しているのが時折見られる。これが粘土に含まれる

有機物である。大きな採掘場の辺縁部には赤松が生い茂っている。この土地が隆盛を誇ってきた背景には、自然の恵みがあった。

原料となる土、燃料の赤松、そして水 ー 豊富な資源があってこそである。この特異な環境にあった美濃焼産地のポテンシャルを

土から解き明かしたい。

7 7

666810

10

積み上げた粘土を乾燥室へ
除湿・乾燥し、最適な水分量
になるよう調整する
乾燥後、梱包し保管する

検品して出荷する
※年に一度、焼成最終試験を行い、
品質を維持する。

出来上がった粘土を
積み上げる

異物を除去し、タンクで攪拌させた
泥しょうを高圧ポンプで加圧し、
篩と磁石で細かい鉄を除去する

フィルタープレスにてポンプの圧力で
水分を取り除き、座布団状の粘土を作る

高圧ポンプ乾燥室

焼成最終試験のサンプル

振動篩

磁石

脱鉄6フィルタープレス（脱水）7重ねる8乾燥・袋詰め9完成・出荷10

10

9

マルイクレイ

14

15

八

　美
濃
焼
の
土

Ａ
　
粘
土

　
粘
土
は
層
状
の
珪
酸
塩
鉱
物
で
、
結
晶
構
造
に
特
徴
が
あ
る
。
粘
土
鉱
物
を
構
成
す
る
主
な
原
子
（
イ
オ
ン
）
は
、
珪
素
（Si

）
と
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

（Al

）や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（M

g

）な
ど
、
酸
素
（O

）で
、
こ
れ
に
水
酸
基
（O

H

）や
水
（H

₂O

）が
加
わ
る
。
結
晶
の
構
造
単
位
に
は
、
四
面
体
シ
ー
ト
と
八

面
体
シ
ー
ト
の
２
種
類
が
あ
る
。
四
面
体
シ
ー
ト
は
珪
素
（Si

）１
個
を
中
心
と
し
て
酸
素
（O

）４
個
が
囲
む
四
面
体
が
２
次
元
的
に
結
合
し
、
八
面

体
シ
ー
ト
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（Al

）
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
（M

g

）
な
ど
の
う
ち
の
１
個
を
中
心
に
水
酸
基
（O

H

）６
個
が
囲
む
八
面
体
が
２
次
元
的
に
つ
な

が
る
。
こ
の
二
つ
の
シ
ー
ト
が
一
定
の
間
隔
（
層
間
域
）
で
重
な
っ
た
シ
ー
ト
を
基
本
層
と
し
て
、
何
層
も
積
み
重
な
っ
て
３
次
元
的
な
構
造
と
な
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
粘
土
鉱
物
の
代
表
格
で
あ
る
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
（Al ₂Si ₂O

₅(O
H
) ₄

）
の
基
本
層
は
、
四
面
体
シ
ー
ト
と
八
面
体
シ
ー
ト
が

１
対
１
で
重
な
っ
て
お
り
、
30
〜
40
枚
の
基
本
層
で
一
つ
の
粒
子
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
粒
子
の
形
状
は
板
状
の
六
角
形
で
あ
る
。
パ
イ
ロ
フ
ィ
ラ
イ

ト
（Al ₂Si ₄O

₁₀(O
H
) ₂

）
や
タ
ル
ク
（M

g ₃Si ₄O
₁₀(O

H
) ₂

）
の
基
本
層
は
、
１
枚
の
八
面
体
シ
ー
ト
が
２
枚
の
四
面
体
シ
ー
ト
で
対
称
的
に
挟
ま
れ
た
３

層
構
造
で
あ
る
。

可
塑
性
を
示
す
粘
土
に
は
、
カ
オ
リ
ン
を
は
じ
め
、
蛙
目
粘
土
や
木
節
粘
土
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
カ
オ
リ
ン
鉱
物
が
主
要
鉱
物
と
な
っ
て
い
る
。

カ
オ
リ
ン
鉱
物
の
種
類
に
、
中
低
温
の
熱
水
変
質
作
用
で
形
成
さ
れ
た
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
が
あ
り
、
ま
た
風
化
作
用
や
続
成
作
用
で
形
成
さ
れ
、
基
本
層

は
カ
オ
リ
ナ
イ
ト
と
同
じ
だ
が
、
層
間
域
に
水
を
含
む
ハ
ロ
イ
サ
イ
ト
（Al ₂Si ₂O

₅(O
H
) ₄

・2H
₂O

）
な
ど
が
あ
る
。
雲※
１

母
粘
土
鉱
物
の
う
ち
、
絹
雲
母

と
呼
ば
れ
る
セ
リ
サ
イ
ト
も
カ
オ
リ
ン
鉱
物
の
一
種
で
あ
る
。

　
粘
土
の
可
塑
性
は
、２
枚
の
板
ガ
ラ
ス
に
例
え
る
と
理
解
し
や
す
い
。
ガ
ラ
ス
の
間
に
水
が
入
る
と
、
水
が
潤
滑
剤
の
役
割
を
し
て
滑
ら
か
に
動
く

が
、
乾
燥
に
よ
っ
て
水
が
な
く
な
る
と
、
ガ
ラ
ス
同
士
が
密
着
し
て
離
れ
な
く
な
る
。
こ
の
現
象
が
粘
土
鉱
物
の
板
状
の
粒
子
間
で
起
こ
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

粘土鉱物の結晶構造 酸素原子   （O）

アルミニウム原子   （AI）

ケイ素原子   （Si） 水酸基  （OH）
（酸素原子+水素原子）

2D

2D

四面体と八面体
が結合したもの

30枚～40枚の基本層シートが
積み重なって目視できる大きさの
カオリナイト1粒子になる

基本層
（四面体と八面体の結合シート
  の最小単位）

カオリナイト粒子

カオリナイトの粒子 粒子の結合で
粘土鉱物となる

3D

3D

結晶の構造単位
Si-O四面体

AI-O-OH八面体

カオリナイトの鉱物原子の結晶構造

カオリナイトの結晶の形

2024年 現代陶芸美術館での「美濃のラーメンどんぶり展」より
土の曼荼羅インスタレーション Mino Cosmos

丸美陶料

丸美陶料



【書籍の目的】

【書籍の魅力】

①美濃焼が有する文化、歴史、技術、経済、地域特色を再整理、再評価、再定義する

②美濃焼産業の中で生まれた創意工夫や研究開発の成果、完成した製品や作品の卓越性や独創
　性を、デザインの視点から浮かび上がらせる

③本書籍を制作することで浮かび上がる貴重な情報を、美濃焼の製品開発や普及に活用する

④美濃焼産業を、持続可能な産業として、発展・進化させ、地域社会の未来の創出に貢献する

①日本を代表するグラフィックデザイナー佐藤卓氏による「デザインの解剖 」手法を採用し、
　美濃焼をこれまでにない切り口で紹介

②美濃焼の歴史を、650万年前の東海湖から近現代までの激動の盛衰を約1,400頁に網羅

③圧倒的な情報量と網羅性、ビジュアルは、美濃焼のみならず、地域の歴史本にもなりうる
　必携の書籍

【書籍の活用方法】
この書籍を通じて、あらためて陶磁器からタイルまで、幅広く奥深く美濃焼についての知見を
深めることで、自社の営業力やブランディングなど、業績向上に役立てることができます。

①営業トークや販促コピーライティングのレベルアップのツールとして

②美濃のやきものの価値を組織内に伝え浸透させる教育ツールとして

③書籍のコンテンツを、店頭プロモーションや展示会でのディスプレイ素材として

④取引先へのお中元、お歳暮などの販促ギフトとして

⑤実店舗やECサイトでの販売商品として

セラミックバレー協議会では、書籍をテキストとした美濃焼を知るセミナーの開催を予定しております。


